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apoptosisおよびG2-M arrestの誘導が示唆された(p＜0.01)．Western blottingによる検討ではcleaved 
caspase3の増強を認め，caspase依存的な経路でapoptosisが誘導されていることを示した．G2-M期関
連タンパクについての検討では，M期細胞の増加を示すphospho-histone H3の発現増強を認めたが，
cyclin B1やcdc2などG2-M transition check pointに関与する主要なタンパクには変化を認めなかった．
誘導されたG2-M arrestがG2-M transitionではなく，M期でのmetaphase-anaphase transitionに起因してい
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